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第l回都市景観賞決まる (関連記事5ページ)

官 色鮮やかな花が美しい北小学校織のフラワーロード
‘ 踏入地区の景観形成に貢献している上田日本無線糊
の生け垣
や すっきりした家並みが特徴のライブシティ長池公園団地

(社)国際婦人教育娠興会の「海外派遣」に応募
しませんか。市ではE人以内で1人10万円の補助
金を出します。
1>対象女性の審らしとネットワークづくりに
関心のある女性 1>派遣先迂スペイン、モロッ
コ (10月16日-ll月1日)⑧ニュージーランド、
オーストラリア(lOl司13日~四日)③トルコ (10
月2lEヨ-ll月2日)④ベトナム、 ラオス (10月18
日-29日) t>申し込み期限 4月四日eI<) t>募
集要項厚生謀、各公民館、働く婦人の家、勤労
青少年ホームにあります。1>問い合わせ厚生
課(内線1607)

女
性
の
海
外
派
遣
生
募
集

ふらわれそどで31i話時代5築こi/

需品面婦人週間
4月2311倒午後1時30分
市役所・南庁舎5階第3・4会議室
「勇の憧打ち女の値打ち」弁護士中村田鶴子t

)I"Jは前月比40.406 +21 世帯61，631(-6) 女58.936人¥+53 男47 人口(3月1li境白 120.567人t

(再生紙を使用しています〉



...着々と工事が進む北陸新総線・第2千細川橋りょう(延長270m)。ワイヤーケーブルを張る支柱も見えてきた。平成7年度完成予定

.用語 知識

毘翠 市ガ、どんな仕事をどれくらいの費用

をかけて行うのかという計画ガ予算です。予

算は、 4月オ 白から翌年3月31日までの1年
間(会計年度〉を単位として編成されます。

さ安定、 その内容は一般会計、特別会計、公

営企業会計の三つに分かれています。

臨軍司 市ガ行う仕事の大部分をまかなう

予算です。皆さんから納めていだ芝<市税や、

国 ・県からの禰助金などが主な財源です。

-語調 特定の事業を行うとき、 一般会計

と区別して設けぎす。市には九つの特別会計

ガあります。

陳謝司住吉謂自 民間の会社と同じように、 そ

の事業によって得られる収入で支出をまかな

う狙立採算ガ原則です。

一般会計

特別会計

企業会計

置諸国量盟量調監温醤，

予算額(万円) イ申び率(%)

3.130.321 8.3 
土地取得事業会計 99.609 38.8 
塩田有線放送電話事業会計 5.080 2.2 
国民健康保険事業会計 511.485 8.3 
交通災害共済事業会計 4.815 ム10.1
福祉事業センタ一事業会計 11.338 ム8.8
老人保健事業会計 646.379 11.3 
農業集落排水事業会計 120.681 20.1 
問和地区住宅資金等貸付事業会計 26.260 ム8.5
公共下水道事業会計 342.770 9.8 

玉E 院 事 業会計 30.904 2.7 

水 道 事業会計 290.335 7.6 
車応 計 9.2 

{伸びli!1ま対前年比)
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三
月
定
例
市
議
会
が
、
三
月
二
日
か
ら
同
十
九
日
ま
で
十
八

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
上
田
市
の
一
年
間
の
仕
事
を
方
向
付

け
る
平
成
五
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
三
百

十
三
億
三
百
二
十
一
万
円
。
当
初
予
算
と
し
て
は
初
め
て
の
三

百
億
円
台
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、
二
十
三
憶
八
千

七
百
三
十
三
万
円
(
八
・
三
%
)
の
増
で
す
。
五
年
度
予
算
の

主
な
使
い
み
ち
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

一-r
一
F

F

-

F

一位

税市

県支出金

12f意8，958万円
(1. 100) 

条
例
の
制
定
・
改
正

-
上
田
市
建
築
物
に
お
け
る
駐

車
施
設
の
附
置
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定

道
路
交
辿
の
門
前
化
、

都
市

機
能
の
紺
持
お
よ
び
明
進
を
図

る
日
的
で
、
一
定
地
凶
に
お
け

る
大
規
悦
な
也
築
物
の
新
築
等

に
際
し
、
駐
車
場
の
設
置
を
義

務
付
け
る
条
例
の
制
定
で
す
。

・
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

保
険
悦
の
悦
市
の
引
き
下
げ

(
減
税
率
六

・
μ
0
0
)
、
山
芥
川
小

伐
の
引
き
し
し
げ
を
行
、
つ
た
め
に

関
係
規
定
を
改
正
す
る
も
の
で

す

関
連
記
事
十
ペ
ー
ジ
ー

-
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

現
在
休
国
中
の
野
合
保
育
問
、

出
田
両
保
有
凶
を
廃
止
す
る
た

め
の
関
係
制
定
の
改
正
で
す

-
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

現
伐
の
「
御
所
公
刷
」
を

「
御

所
木
ノ
下
公
同
」
に
名
林
変
更

す
る
と
と
も
に
、
新
設
さ
れ
る

「
御
所
公
園
」

を
都
市
公
園
と

し
て
設
置
す
る
た
め
の
関
係
規

定
の
改
正
で
す
。

-
上
田
市
室
内
プ

l
ル
条
例
の

一
部
改
正

宅
内
ブ
ー
ル
利
川
者
の
利
似

を
図
る
使
用
料
区
分
等
を
設
定

す
る
た
め
の
附
係
規
定
め
改
正

で
す
。

(
次
号
で
紹
介
)

平
成

4
年
度
最
終
予
算

一
般
会
計
の
補
正
簡
は
三
億

二
千
行
三
卜
八
万
円
の
明
制
と

な
り
、
こ
れ
に
よ
り
例
年
度
の

総
制
は
三
行
五
ト

一
億
六
千
六

百
九
十
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
使
い
み
ち
は
、
民
間
保

育
所
助
成
事
業
費
に
三
百
八
十

九
万
円
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
事
業
補
助
金
に
二
千
百
万
円
、

北
陪
新
幹
紘
欽
辺
幣
備
引
業
補

助
金
に
一
応
九
川
問
卜
万
円
な

ど
で
す.:=:: 

思

霊童
E言書

見

次
の
意
見
書
が
、
今
回
の
議

会
で
可
決
さ
札
ま
し
た
A

マ
私
学
助
成
の
充
実
強
化
に
関

す
る
な
けん山

マ
林
業
政
院
の
光
尖
に
叫
す
る

立
見
直

マ
義
自
の
医
療
保
険
適
用
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書

マ
公
的
保
育
の
国
庫
負
抑
制
度

の
堅
持
と
社
会
福
祉
の
人
材
確

保
に
関
す
る
立
比
九
円

f
J吋
-

d竹川河
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1>第三次長期去~-t:構想 ・ 前期基本計画策定事

業(平成8-17年度。5年度は審議会設程、

広聴会など1 ・ 2，396万円

1>印鑑登録事務屯算化 ・支所窓n業務オンラ

イン化事業 1，880万問

1>市政テレホンガイ ド司'1-業(市役所への手続

きなどを返話による案内サービス) 271万円

計
画
的
・効
率
的
な
行
政

/ すで
」口ヨ干

d
m
p
y

4

-

A

日
開
明
演

m
R

d

鑓
捜
部
~

一

泌
総
mm一

一

叫

mm鵠
鑓

一

成

務

総

滋

m
q

-
品
滋
議
総
出
一

4

間

四

滋

務

開

a

m
副総叩

制

緩

mm吋
総
鶴
間羽鶴
鑓
鵠
同
ゆ
同
時

1>市街地再開発主}妥当よ 412万円

1>交通安全対第地設税制ii730万円

1>上回駅前足1:輪対策事業 26万円

1>景観格備促進卒業(都市対観テい

ザインマニュアル報告書作成、初[1

町の{呆命水餅ffiilなどにJljJ成)

762万円

1>歴史的地区邸境技備街路事業

380万円

1>歴史の散歩道主主fliii4:Ji.業 (派訪部

地区。案内ttu支出) 4，000万円

1>者[i市公開係備 lf昔、3，302万円

景
観
整
備
事
業
に
も
着
手

旬

、

E 
1>学校1[.日ililJ対話事業 55万円

1> 児主健康管理!~~~業(小学校 l 年

生の心電図検1i.尿検代)378万円
1>通学費補助金 5，201万円

I>LL機器幣備 (第2中学校 ・れ

5中学校) 722万円

1>生i医学押振興事業 1，192万円

1>上回城跡柊fnli 2 1.立1，668万円
1>立教師館保存事業 (大手2丁目

の三tIlf さん所有の治:救命Ij~!古の保存

を図るため解体科転) 8，030万円

1>企問問分守跡出土瓦レプリヵililj

作、展示 326万円
1>ふれあL、1)7レッシュノfー クカz
11m (記内ブール周辺) 7，317万円

1> 市民のAtt~ふれあいフェスティパ

ル 105万円
れア
るク
貌ア
水プ
公 ラ
園ザ
ごごよ
2周
忌酋

開
走塁
さ

教育・文化

園
I>i易けむり散策道部備 (別所以泉
に石畳、カラー舗装、街路灼、観

光トイレなどを 5年度から 7年度

まで笑古車) 1 1.怠4，600)]円

1>よ且城跡公閉め屯斜i開設

870万円

1> 千 I l u 公~I ~装備ì (あずま屋、 トイ

レなど) 500万円

1>商工業振興助成41・業
2 G~:8 ， 132万円

1>上聞商人部卒業 46万円

1>中小企業者等人材育成卒業に補

助 51万円

1>中小企業金融吋策事業

13億9，136万円

観光・商工業

図
1>人間ド ック受診料に補助

750万円

1>エイズ予防に(講演会、新成人

者へパンフレ ット) 40万円

1>保健補導員24人を増員 805万円

1>寝たきり老人の訪問指導、機能

回復訓練に 750万円

1>地域医療対策事業(市医療協議

会運営経費、在宅当番医制委託料、

赦急協力病院補助金、国立東信病

院統合監備促進事業費など)

2，283万円

康健

回
1>高j車道路関連施設の整備(仮称・

神川儒新設事業、長品伊勢山科!な

ど繋{府) 8 f怠6，461万円

1>新幹線関連施設の終備(下痢線・

堀東沖3号線等の市道改良、上田

駅杭上駅舎鮭備負fU.金、蘇民将来

の車整備事業) 181.意6，945万円

1>河川用悪水路改修

1m:7，909万円

1>道路新設改良 5 !意5，636万同

1>街路盤{賄事業 8 !意3，674万円

1>土地区間盤理事業 3，017方円

道路・景観

国
1>ごみ減量 ・再資源化対策 (分別

回収を86自治会に拡大、自治会へ

の奨励金キロ当たり 1円を上乗せ

など) 1，809万円

1>ごみ故終処分場整備 (室白地区

の実施設計と用地取得)

3 f意4，015万円

1>農業集端排水施設整備卒業(古

安曽 ・{呆野舞凹地区など)

10億7，369万円

1>公共下水道上回処理区怒備卒業

14佑3.442万円

1>特定環境保全公共下水道別所温

泉処理区盤備事業 6億4，717万円

圏
1>農業振興地域挫1ilfi計画の見直し

43万円

b同和対策農業施設、設備整備(農

道改良舗装など) 1 f意1，446万円

1>林業構造改善事業(林道の開設、

森林公閣に整備するマツタケ資料

館などの助成) 11意2，373万円

境i景

業林農
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廃
園
と
な
っ
た
塩
悶
西
保
育
園

を
痴
ほ
う
性
老
人
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備

凶
.

祉福岡

3
月

n日
の
表
彰
式
(
市
役
所
)

1> 屯I~心身l;ì~~J~:者介護者に慰労合(179人 )

816万円
I>lli日性まひ等全身性障害者にガイドヘルノ、一

派遣(1か月 5人) 116万円

1>聴覚障害者にふれあいカード発行 (60-70
人) 6万円

1>上回 しいのみ回実施の身体附害者擁護施設

技術事業に助成 7，000万同
1> 名人デイサービスセンター技備 ・ 運営.;J~~住

U花岡となった nl~EEl西保育|判を痴ほう性邑人
引デイサービスセンターとして技備。旧g;人

センター内の「さっきの国Jを将転)4，503万円
1>ねたきり老人、痴ほう性名人家庭介護者・慰

労金 2，000 Hlll 
b上回しいのみ会の特別養護在人ホーム，也設

(宅l'i地区)に補助 2，490万円
1>老人デイサービスセンター、(1:宅介議支般

センター整備 (1-.記特別養議詑人ホームにiJf:

設) 1 I意7，700万円
1>緊急通報装~の路備( 200fì) 2，832万円
1>母子家庭等扶助費 (小 ・中学校入学祝品を

3 ， 000向に WI~(îなど ) 1047i円

1>一時保育・I~業 ( 東部保育WIに加え、抱凹北

保11図ても実地) 184万問
1>保有国施設税制ii 3，953万円
1>保育所地域前助事業 ・保育所活用背児セミ

ナ一事業 537万円
I>Rtチ健康センター運営事業(=6ページ参
照) 292方向

1> ~III科児童センタ一桂設

. 上田市都市景観賞に

長池公園団地など3件
都1同J-.川市都市景観nに、ライブシティ長池公1.;(1
ト"I!也 (川辺11lJ)， 1:悶u-1，:~!;総株式会社 ' 1:. けよL!(踏人)、

j霊lよれました.

者1;市民同uは、 IIJ内でi位よ5年以内に祈築、改築さ
れた控築物、 1".作物、 '1:，けよ1(、まち並み、道路、公|長|
などを，t.jf6tに、日常生前の '1 1 での工夫やI~[，I;伝がなされ、

まちづくリには献している也築物などの地iiEや個人、
同体を表，μしていくものです これにより、良好な自11
Jli詰観を作 J~ していくのがねらい。 r1，ム-鰍」などで仏

民したところ、応募・推内総数54件のうち、これら 3
{牛がi童{まれたらのです j:ill;号は市から安l附されたj二田
市都市以観抗選考委員 (t: u 民 ・ 桜対:~Y{-雌信州大学教
段、 7人)カf、1'1た I)、3IJ 11日の選与.，jj:; t {会の!市で決

定したものです 選定埋111は次のとおり

・ライブシティ長池公園団地大字上回以1754-8ほかj
「屑住地肢の総合的示問を美しく形成した良い例。

ilJI: ，フェンスをJ'fjいず、純化111'問に l占つ・き'1.:け..ts:で能
う 屋恨はli.-;J'こう配で統一、アンテナを一切立てず
に家並みをすっきりさせているJ (施主 ・設計者 ・地

_[_者積水，、ウス(楠

・上回日本無線株式会社生け垣 (踏人2 10-19) 
「日郎、イメージのブロ山クI昨を取り |添いて環境務iliiJ
し、明るく生まれ変わ，た，一民間企業がnらの土地
を判用して、地域の景観形成に貢献している..J(施主 r

I::IIJ日本無料側、設計者 ・施t者 清水位設附)
・フラワーロード(中央北3丁目)
「行政が本光して京観Jf~1;)(:に取り組んだ例 市街地

の入口である道路が蓑しく T完備され、色鮮やかな花か
iE行く人の1Iを楽しませているJ (施主 ・設計者 上
川市、地主計 信濃建設協同組合)

1，900万円

7 広軽うえだ5.4.[5] 



市
め
施
設
申
請
怠
ど

押
印
を
一
部
廃
止
に

塩田母子健康センター

ます事業内容が変わり
「ハンコを怒れたため、書類を受理

してもらえなかった」、 「めんどうな

ので、近くのハンコ震で三文判を買い

用を済ませたが、無駄な出資となった」

市では、 市民の皆8んから提出され

る申請書類等(申請害、願書、届書…)

について、市民サービスの向上や事務

処理の効率を図るため、その場で署名

などして申請ができるよう検討を進め

てきました。

その結果、 4月1日(対から施設の窓

口などてす是出される申請書などをを中心

に改善を行います。今回改善される申

請書など(女害総数641件のうち廃止

82件、代替21件)は次のとお りです。

詳しくは、それぞれの窓口へお尋ねく

ださい。

・主な廃止文書等

(1)公共施設利用申議書(ただし、使

用料の減免申請を除 く)…体育館 ・

運動場などの体育施設、公民館 ・文

化会館などの社会教育施設、高齢者

福祉センター ・社会福祉センターな

どの社会福祉施設、市民会館 ・働 く

婦人の家などの施設

(2)保育園入園申請書など

守司

邸
回
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
四
月
一
臼
附
か
ら
お
産
を

取
り
扱
、
つ
助
産
卒
業
を
廃
止
と

し
ま
す
。

今
後
は
、
妊
産
婦
、
母
子
の

健
康
増
進
や
乳
幼
児
の
健
全
な

発
育
を
指
導
す
る
た
め
の
各
純

相
談
事
業
な
ど

l
左
表

l
を
行

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
維
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
一
定
話
相
談
J
U

助
産
婦
が
応
じ
ま
す
。

(
相
殺

無
料
)
な
お
、
左
表
の
事
業
以
外
に

も
今
ま
で
ど
お
り
の
各
純
検
診

(
乳
幼
児
検
診
、
子
防
接
崎
、

成
人
病
検
診
な
ど
)
も
行
い
ま

す
。

各
窓
口
で
ご
案
内
し
ま
す

-
開
所
時
間

平
日
・:
午
前
十

時
1
午
後
五
時
土
雌
日
:・
午

前
十
時
i
正
午
(
日
曜
日
、
休

日
は
閉
所
)

・
連
絡
先

邸
回
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー

(
上
回
市
大
字
本
郷
五

五
五

l
一
二

・
8
⑮
3
1
4
9
)
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「言十量モニター」に

なってみませんか

中高年齢労働者

受講奨励金の利用を

信州青年連帯の船

参加者を募集します

「青年海外協力隊」

春の募集説明会ヘ

マ
職
務
内
容

指
定
す
る
期
間
内
に

汀

購
入
し
た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
、

[

日
誌
に
記
入

・
報
告
す
る
こ
と
な
ど

d

，e 

マ
応
募
期
限

四
月
三
十
日
附

マ
そ
の
他

詳
し
く
は
二
月
十
六
日

4

付
け

「
広
報
L

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5

マ
問
い
合
わ
せ

商
工
諜
(
内
線

材

1
4
0
6
)

示蔀広

中
小
企
業
診
断
士
、
ワ
ー
プ
ロ
な

ど
の
資
格
取
得
、
専
門
的
知
識
の
修

得
に
雇
用
促
進
卒
業
団
か
ら
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

マ
対
象
者

四
十
五
歳
以
上
の
雇

用
保
険
の
被
保
険
者

マ
問
い
合
わ

せ

長
野
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

(
宮

0
2
6
2⑫
8
0
0
0
)
 

マ
期
間

七
月
二
十
五
日
間
i
八

月
五
日
附

マ
訪
問
国

中

国

マ

応
募
資
格

背
年
団
員
は
二
十
歳
1

三
十
九
蔵
、
壮
年
団
員
は
四
十
歳
i

六
十
椛

マ
負
担
額

十
八
万
五
千

円

マ
申
し
込
み

五
月
二
十
五
日

ω
(運
営
団
員
は
凶
月
二
十
日

ω)

ま
で
に
背
少
年
課
へ
。

マ
と
き

凶
月
二
十
八
日
附
午
後

六
時
三
十
分

1
九
時

マ
と
こ
ろ

市
民
会
館

マ
資
格

二
十
歳
か
ら

三
十
九
歳
ま
で
の
青
年
男
女

マ
内

容

映
画
の
上
映
、
体
験
報
告
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

県
庁
国
際
課
(
宮

0
2
6
2
⑧
7
1
7
3
)
 





商
品
を
買
っ
た
と
き
、
そ
の
代
金
を
後

で
支
払
う
約
束
の

こ
と
を
「
ク
レ
ジ
ヴ
ト
」

と
い
い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ヅ
ト
と
は
「
信
用
」

を
意
味
し
ま
す
。
ク
レ
ジ
y
ト
カ

l
ド
の

利
用
は
、
現
金
を
持
ち
歩
か
な
く
て
も
賀

い
物
が
で
き
、
簡
単
で
便
利
な
も
の
で
す
しD

し
か
し
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
は
「
借
金
」
で
す
。

品川
り
す
ぎ
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

し

づ

か
り
と
し
た
自
己
管
理
が
必
要
で
す
。
特

に
借
金
を
借
金
で
返
済
す
る
こ
と
は
、
後

て
大
き
な
借
金
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

貸
与
・
名
義
貸
し
は
し
な
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
際
は

DC は i心_]

・-‘抽忽.厚‘..-' 

自
己
管
理
し
っ
か
り
と

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
方
法

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
カ

l
ド
の
名
義
貸
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
カ

l
ド
貸
与
は
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
で
す
。

マ
暗
証
番
号
は
他
人
に
知
ら
せ
な
い
こ
と
。

マ
カ
ー
ド
を
な
く
し
た
ら
、
す
ぐ
に
普
察

と

カ

!
ド
会
社
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

マ
姓
名

・
住
所

・
引
き
落
と
し
銀
行
口
座

を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
銀
行

・
ク

レ
ジ

ッ
ト
会
社
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

ま
た
利
用
し
た
金
額
を
把
揮
し
て
、
常

に
請
求
額
を
雌
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

支
払
い
拒
否
で
き
る
抗
弁
権

カードは有効に利用を

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
商
品
を
買
っ
た
け
札
ど
、

商
品
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
欠
陥
が
あ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ

ル
の
場
合
、
消
費
者
が
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社

へ
の
支
払
い
を
拒
否

(停
止
)
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
(
抗
弁
権
)。

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
に
は
時
闘
が
か

か
り
ま
す
。
そ
の
聞
に
も
代
金
は
口
座
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
ク
レ
ジ

ッ
ト
会

社
に
支
払
い
の
停
止
手
続
き
を
し
て
、
内

容
の
解
決
に
当
た
り
ま
し
ょ
う
。

マ
絵
本
(
一

1
三
歳
)
鉱
山
料
マ

布
凶
乾
燥
機

二
千
円
マ
レ
コ
ー

ト
フ
レ
l
ヤ
i

一九
千
問
マ
ア
ン

フ

三

千
円
マ
ワ
イ
ヤ
ー
レ
ス
マ

イ

ク

千

円

マ

マ
イ
ク
(
二
本
)

二
千

円

マ

都

市
ガ
ス
則
湯
沸
か
し

協

無

料

マ

パ
イ
プ
ソ
フ
ァ
ー
{
二

脚
)
千
悶
マ
流
し
台
(
卯
今
×

U
M
)

五
千
円
マ
サ
イ
.卜
.ホ
|

.卜

(小
型
)
二
千
1
三
千

円

マ

ス

チ
ー
ル
事
務
川
机

〈
い
す
付
き
)
八

千
1
一
万
円
マ
学
問
机
(
千
年
使

川
・
小
学
i
h的
校
生
・
木
製
)
二
千

円
マ
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
(
蜘
川
知

H
J

五
千
円
マ
県
礼
服

(女
-

H
号
)
卸
燃
料
マ
鉄
.か
ま

(
内
後
日

H
J

三
千
円

EE克Fil"革河'Jì111Ii:奄I:lþ'}:4t，・E・-園川，';111'1屈託1)1f!1Y"~・畠tii.1lJ!I

マ
滑
り
台
マ
.ふ
ら
ん
こ
マ
ベ

ビ
l
マ
ッ

ト

マ

.ヘ
ビ
ー
カ
ー
シ
ー

ト

マ

.ヘ
ビ
ー
カ
ー
(
折
り
た
た
み
)

マ
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
マ
パ
ソ

コ
ン

マ
石
油
ふ
ろ

一
式

マ

二
段
ヘ
ッ

.ト
マ
ふ
ら
下
が
り
健
康
機
マ
ル

ー
ム
ラ
ン
ナ
ー

マ
小
泌
・
凶
鑑
・

百
科
事
典
(
小
学
校
低
学
年
j
高
学

年
)

マ
日
必
勝
み
ミ
シ
ン

マ
三
味

線

マ

あ
ん
ま
機

マ

三
脚
ぱ
し
こ

日曜娯楽版時代… 一一一井上保

フィフティ・フィフティ…唯川 恵

究領の個人旅行……ー…津田沼里見

いつものおやつ・...........春山みどり

居酒屋干し賛・..........・・・・・・・・・・森下賢一

大草原に還る日………ー…王興策

ちびまる子ちゃんおかあさんの日

……・…・さくらももと

はじめてのふゆ………口ブ・ルイス

赤い草jt....… … ………一山中恒

最後のひと葉....・H ・-オー ・へンリー

チイちやんだけがなぜ-・ー値木亜紀子

ジェシーと七つのねがいごと

…ミリアム・プレスラー

-fTζ¥ 

叫給与鴨ベ
写真の品は、記事と

は関係ありません
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楽
し
く
過
ご
す
工
夫
も

⑨31会湯(下段に答え)

旅
行
に
誘
わ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
乗
り
物
酔
い
を
す
る
の

で
行
く
の
を
迷
っ
て
い
ま
す
。
な
に
か

予
防
で
き
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

h

，
取
り
物
に
は
酔
い
や
す
い
人

z
A
と
、
そ
っ
で
な
い
人
が
い
ま
す
。

体
が
掠
れ
る
と
、
ふ
つ
う
は
体
の
平
衡

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
保
と
う
と
し
ま
す
が
、

揺
れ
が
激
し
い
と
う
ま
く
働
か
な
い
人

が
い
ま
す
』
こ
れ
が
酔
い
や
す
い
人
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
休
刊
以

だ
け
の
せ
い
て
酔
っ
て
し
ま
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
折
れ
に
悦
れ
る
こ
と

で
酔
わ
な
く
な
勺
た
人

L
い
ま
す
し
、

ふ
だ
ん
酔
わ
な
い
人
で
も
条
件
に
よ
り

酔
ヮ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

Q 

②21会場臨..上田市で行っている健康相談の会場数は? (11l1会場

意
識
し
な
い
こ
と
が
大
切

来
リ
物
酔
い
の
予
防
は
、
酔
い
を
招

く
条
件
を
減
ら
す
必
要
が
あ
リ
ま
す
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

①
旅
行
前
か
ら
体
制
を
燃
え
て
お
く
‘

②
前
日
は
寝
不
足
を
し
な
い
こ
と
。

③
当
日
は
衣
服
は
締
め
す
き
な
い
も
の

を
活
用
す
る
よ
・1
に

④
率
な
ら
、
車
輸
の
上
は
揺
れ
や
す
い

の
で
前
輪
と
後
輸
の
聞
に
摩
る
。

⑤
と
き
ど
き
窓
を
あ
け
て
換
討
を
。

⑥
胃
腸
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
、
ゆ
ゥ
た

り
と
し
た
姿
勢
を
。

⑦
泣
く
の
対
色
を
眺
め
る
よ
う
に

③
訴
を
し
た
リ
、
歌
を
う
た
っ
た
り
、

あ
ま
り
立
識
し
な
い
よ
う
に
。

③
酔
い
汁
め
の
薬
も
効
果
的
。「
薬
を
飲

む
と
酔
わ
な
い
」
と
い
う
自
信
が
つ
く

と
安
心
し
、
酔
い
防
止
に
な
リ
ま
す

以
上
、
主
な
も
の
を
あ
げ
ま
し
た
が
、

酔
う
こ
と
を
立
識
し
す
ぎ
ず
、
旅
行
を

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
心
の
恨
陥

L

大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

-
保
健
予
防
諜

(内
線

1
3
6
7
)

』。

きみが、そとにいる…・・…大林宣彦

予科練のつばさ・………七期雄飛会

かがやくとき…………・・北原リ工

藤島部屋人づくり経営の秘密

・・・永里隆太郎

疏球の風 1.2. 3・……一陳 舜臣

紅のサザンクロス・・………穣川縫介

毛利街、ふわっと宇宙へ…毛利衛

愛新党羅浩の生涯……渡辺みどり

ある英語教師の思い出・・・小野木重治

子供の愛し方がわからない続たち

一斎藤学

今日が一奮すてきな日……清川 妙

学校の憂うつ…ケン・スクーランド

説得上手は聞き上手-…・・複本博明

いつもあなたがそばにいた

・・・賀来千香子

読むがいいわ………・ 一清水ミチコ

こんな男は鎗てなさい・・・・・・笹沢左保

女のやさしさ美しさー……鈴木健二

人
間
対
人
間

Y
!
マ

ぃ、

F
1
rい
い
考
、
人

3
時
代
い
い

昨
年
の
秋
か
ら
市
の
「
女
性
講
座
」
を
受

け
て
み
・
ま
し
た
主
耐
を
し
て
い
て
家
の
中

だ
け
に
い
る
と
、
そ
の
範
聞
だ
け
で
州
が
凶
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
し
ま
し
た
。
議
長

i

;

1

1

 

で
聞
い
た
訴
を
家
で
も
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

主
人
な
ど
は
「
男
性
教
育
J

U

必
要
だ
よ
ね
」

と
い
う
必
見
で
し
た
わ
が
家
は
、
主
人
も

料
開
刊
の
ほ
か
い
ろ

い
ろ
や
勺
て
く
れ
ま
す

だ
れ
か
ど
の
役
禍
と
い
う
の
で
は
な
く
、
で

き
る
人
か
や
れ
ば

い
い
と
い
う
感
し
で
す
。

「
女
性
の
社
会
進
出
」
と
い
う
ニ
と
に
ウ

い
て
は
、
だ
れ
で
も
、
な
ん
で
も
社
会
進
山

す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
う

て
い
ま
す
「
適
配
雄
所
」
と
い
い
ま
す
か

:、

ほ
ん
と
う
は

K
性
と
か
男
性
と
か
で
は
な
く

酔うことを意識せず、楽しい旅行を

照
井
た
か
さ
ん

(
刊
綾

・諏
訪
形
)
、

人
間
対
人
間
な
ん
で
す
よ
ね
得
ぷ
な
分
野

を
分
か
ち
合
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
J

こ
れ
か
ら
は
何
が
に
対
し
て
も
、
女
性
も

男
性
も
い
う
し
ょ
に
考
え
て
い
く
べ
き
時
代

だ
と
思
い
ま
す
。
女
性
の
中
に
男
性
が
入
る

と
{
そ
の
逆
で
も
}
、
な
に
か
を
し
よ
う
、
と
す

る
に
し
て
む
、
必
す
ひ
と
味
違
っ
た
、
ち
っ

と
い
い
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。

(9) 
③(~~) 
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お知らせア・弓・かしト

5万jljx 37%=  18. 500門

5 )jrlX340lo=17.000PJ 

(減税額 1，500円)

改iE前

改正後

国民健康保険税率が、昨年に引き続いて平成5
年度分から、次のように引き下げになります。

③均等割額

10，5001ljX 3人=31. 500円 (据え置き)

④平等割額

11. 000円X1 U!:':;¥: = 11 . OOWj (据え置き)

7.2%一一一一 6.6%
37.0%一一一一一→34.0%
T人!こっき 10，500円

(据え置き〉

?世帯につき刊，000円
(据え置き〉

所得割

資産割

均等割

ニh らをイhi十して 、|五1 1(!mWf足~I~~税制は 、 改
k時rjが169.000円、改.iF.後カQ58.500円で、その

差10.500円が減税になリます。

平等割

+
周
年
巳
A
i

度
は
受
診
を
/

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
か
ア
ッ
プ

ー
成
人
病
予
防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
1

.
平
成
五
年
間
月
一
日
以
後
の
受
診
か
ら
適
用
で
す
。

・
一
泊
二
日
ド
ッ
ク
一
万
五
千
円
|
↓
二
万
円

・
半
日
ド
ッ
ク
七
千
五
百
円
|
↓

一
万
円

マ
対
象

三
卜
五
段
以
上
の
市
民
で
、
国
保
加
入

者
、
ま
た
は
同
似
加
入
者
以
外
で
も
、
助
成
制
度
が

な
い
人
や
、
前
記
の
補
助
制
よ
り
も
低
舗
の
人

マ

申
請
に
必
要
な
も
の

①
検
査
白
川
領
収
控
②
保
険

証
③
印
鑑
④
口
座
係
号
の
わ
か
る
も
の

※
平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
附
ま
で
に
受
診
し
た
か

た
は
、
四
月

二
十
目
別
ま
で
に
申
議
し
て
く
だ
さ
い
。

こんなにも/

ニこでは、夫婦と-[.ども 1人の計3人家族(前

年分の事業所得額181万円、当年度分の悶定資産

税制5万円の場合を例に、どのくらい減税にな

るか具体的に計算してみましょう 。

国民他府1判決悦は、①)JII入行・人ひとりの課
税所得に悦率をりl'けた所持;i滞納、①))11入-fjのli'il

定資産鋭に税率を悦けたすt戸別例目、 @1)rI入者一
人につき年間にかかる均等抑制、 @一世.:t'i:につ

き年I1IJにかかる平等割和の、それぞれの合計制

となります

①所得割額 基礎控除額

c~lI二時1) ( 181 Tj円 一 31万円 )X 7.2%=108.000P~

改正後(181万円一31万円)X6.6%=99‘000円

(減税額 9，000円)

計算すれば、

③資産割額

葬祭費を3万円に
引き上げ

、、，
F、

a

・Ja，
健康プ¥lJ ( ~心~)げま!

平成5年4同T日以降に
てく主主られだ場合、葬祭費

は、従来の2万円から3万
円に引き上げられましだ。

.笛阻盾書画面

国保年金課

(内線 1367)

[10] 7 広報うえだ5.4.



お知らせア・弓・かしト

0地区副会長 (敬石川島)
自 治会名 自治会長名 世帯谷数 型IU舌事昏号 自治会名 一竹自治会長名 能率停数 有線事昏号

E曹人 山崎 百召 652 23 1309 
神
。よ 沢 内良一 273 22 8365 

トー一一
泉町 緑山一男 112 27 5766 悶 苦手 i也 回 ヲム 290 24-5972 

策
よ常国 関 延雄 400 22 5752 111 

トZ 繍 山浦 術 320 22 3197 
トーー
中官官図 宮沢透彦 319 22 0528 

トーー
郷 山辺鰐 240 24-4665 

トー-.下常国 高馬橋容ま量 145 22 4393 t隠 山 清水利夫 42 27 2778 

部

~ 
北常国 桜井啓喜 379 2204630 7 T子多山 赤何事延 480 27 3470 

材木町 手塚署畢夫 580 22 11 富士見台 飯島秀雄 240 27-4604 

常 入 渋沢義春 118 23 1444 
神 L 
住吉が丘篠原久夫 60 27 3923 

!ー
衡実神田7 依疎省 一 l 315 22 2463 ト一1I神一， 科一 新 ~ 中鎗線 忠 草壁 186 24 8551 

南「
里民 平 l高矯正太 l 120 22 7186 竹 l蔵相‘邦弘 225 27-4829 

北天神町銅野 豊富 341 24 1428 西聖子竹 i小 林政雄 245 27 3473 

10 松尾町 |大石 治 | 118 22 2660 

「書
弁 古川昭一 210 27・8495

自慢匠圃JI高傑繁久 | 140 22 0265 原 坂本正笑 88 23-7969 

部辺。
本町 中沢雄 一 145 22 9144 

@ I 染治
，.， 当F 量子園高 265 27 5757 

H末大 広町 片岡稜康 82 23 2389 III 川上育男 600 24 6074 

手町 手措置弘途 295 27 7062 
科 一 l 宮金E 

沢 書簡寺恒雄 185 27-1832 

tJt 国T 怒川l 方久 130 22 0411 井 鳴沢徳雄 360 24-9180 

中 ←一回凶l~色里 野 町町 長井良治 230 22 1330 ~ I会長大 久 保 場内機失 185 22 9248 

千野方靖 150 22 1302 
トー 岡11 島等

村田守男 700 24-2601 。袋 田7 堤 百主 75 22 1828 滝沢一郎 85 27-0059 

馬判島 田7 網島久男 153 22 6013 幕張 清水 動 51 24 9633 

自 国7 弁書S 定ま佳 46 22 6676 大 日 木 柄 i尺荘一 62 25-0463 

央
丸郷町 宮原長一郎 182 22 3730 

トー |長宮 之 よ入
中村俊男 25 24 8014 

木 田I 買意見怠係 170 27 1400 宮之上傘治 30 27-6848 。
ト芝大手

依疎順一 158 22 9558 
銭
小弁回 山崎憲彦 90 35 2056 ト自。IIIJ京tPp田J 武舎直書量 570 27 0102 

I@ ~中7 古吉 関国
小出 ー 剣 106 36 3660 

下 川原柳田I 大矢智久 106 24 2187 国 中公主桂 120 35-0187 

北
トーー

郷内繁一郎 250 23 2219 ひか 中島ヰ士尚 145 35-2843 

釘生;台回T 出里子正次 70 22 7723 桜 台 柄沢岡努 220 36 2689 
トー
S段;台回J 回 ロ修司 200 25 2596 

にl林F 室之 旦郷
小林嘉吉 38 35 0789 

上房山 西沢新 85 22925320 8 
ト一一

渡辺盛長 115 35-0462 
←ーー

ト一一
T 双山 機尾管繍 130 22 6 

殿
下 郷 松本宰平 140 24 6276 

4卯田7 小富山 宇谷 52 22 6836 
l川ーj矢ー台 清 水沢

金沢 守 75 27 6063 

部 。新 国 白井清 11 1，400 23 2470 一 坂口光事1) 135 27-3998 

トー・・
山口 山崎弘一 250 22 8680 。赤坂 石原 充 105 25 0618 

よ鰍庭園T 右図 守 140 24 5525 ヨ匪 戸 寺島良孝 36 24・8343。明F鮒鹿町 一井正憲 370 22 6720 

士富山
。。t主語 会田実彦 136 38 5410 

録 I京 滋沢 基 212 22 2447 西 111 湾 185 38 5487 

西 脳 絵村章子助 145 22 9073 司~ JJ是 E邑 林 澄男 119 38 2827 
ト一一

信T 馬記島 功 118 24 0038 平弁母子 怨回邦彦 57 38 6216 

領訪膏S 清水一郎 160 1226800 東 ド警 子 滝沢利在 133 38・2711

生 塚 早川l 徳夫 ! 190 122 2214 塩 供i。O 神 宮 l1i. 久 166 38-2726 

ト一一
官官鯵町 山富幸吉夫 305 :27 3300 t~ 沢 宮沢安人 105 38-6836 

緑が丘 成沢文章量 275 27 5206 国 l 下之郷 間 孝ま藍 330 38 6438 

新 屋 田富島留吉 450 122 8162 <Iiー 中島光昭 78 38-9587 

部 織が丘北 竹内ー著書 385 ，22 8886 iOI下本 郷 手塚林平 116 ，38 2536 

~ 緑が丘函 小林傘雄 ! 270 23 1325 東玄方自 作原弘悦 52 38 6122 

減 北 丸回安男 380 22 8762 中 。 甲回平田和l 645 38 2775 。 牧 富島正則 173 24 3770 本郷 i也図正逸 200 38 2092 

滅 トーー探訪形
E軍国為男 570 22 1767 聾予 斎糠 ;告 265 38-3057 

I11 手草聖書量銘 31 24 6730 よ小島 高野良一 135 38-3760 
トーー
中村 竹腰 Eム 425 23 1574 

趨
下小島

ヰ者芸亀ロ 稔
99 38 3556 。朝日ケ丘 井出孝夫 255 24 7924 f掲~ lI!f ;商守 正 305 38 2612 

一 好町 相沢健次 180 22 8382 一 学海開 商Jii!.宏 134 38-4699 
一
御 所 キ卯 iR 毅 750 23 1569 

田
獄図 =: ~南方広 139 38 5511 

下
中之粂 国中茂男 560 22 5853 八木沢 官量 iR f台 182 38・5658。千曲町 エ藤武男 660 24 3595 ^ 郷 服部年明 52 38-2186 

海 草火 革日 依線英男 600 24 4591 主幹海北 原因茂人 134 38 8079 

尻
⑥ よ. 塩尻 清水伝一 450 24 2053 

西 + 人 週毛田 稔 78 38 5572 。下錨孟尻 宣言下晃 350 24 1448 湿田新町 金井傘失 132 38-6166 。。上田原 合Jili H召ー 275 124 7203 
海

~ 官官 山 竹内 功 165 38-6465 

}II ill 田T 中村友昭 1 ，530 24 5023 箇官官山 柳沢辛口彦 112 38-5951 

)11 倉 チ十 竹節虎主佳 540 27 0761 宙 。手 世思 山下方郎 230 38・4592

辺
神 畑 竹内著書正 500 23 2454 

1 @ 野山
国 竹下 男 82 38・4978

下 2と粂 佐~木定雄 450 24 6357 倉 山極万一男 48 38-6769 

泉
事E 地 泡回久吉 237 22 8550 

書霊 l 長
~ 去斎臓 保 255 38-3511 

東銀総 小五基 裕 124 27 7838 大 湯赤羽牧夫 88 38-2222 

国 半 過 石井 実 122 22 4806 よ院 内池田吉一 163 38-2332 。得 関 宮下敏男 273 23 1539 王手玉木畠雄 57 38-4624 

卜・
言曾 国 伊線伝兵衛 350 ，226593 仁省国 室沢恒雄 230 31-2170 

大 E量 角線勇一 1 650 35 1166 。 問 沼郡隆夫 286 31-2502 

量去 下 土屋教主量 226 35 2324 )11 3爾 竪 市川与四郎 235 31-2233 

神 下青木 l 押会久雄 220 35争 2503
ー-
z臓a 戸 宮下昭夫 110 31 2524 

みすず台関 小林和夫 260 35 1087 

10 

之木車月倉文平 91 31 3349 

みすず台北 筒角雄一 400 136 2969 泉長谷川向賢 485 27-8660 

111 よ青木 属崎正弘 240 35 0698 西 下 2佐賀 宮崎日召縫 224 31-3340 

梅が丘 方自騒縫介 240 136 4670 。上窓賀 近勝久雄 200 131 2734 。久保林 矢島日召八 281 135 0491 ひばりケ丘 上原鎗ー 102 131-2852 

鳳 土平 山湾 骨守 106 1 27_ 75_15 

広報うえだ5.4，

。地区会長

7 

平
成

5
年
度
の

新
自
治
会
長
さ
ん
で
す
p
・

-
1
a
a
 

a川
E
l

anEE-，t‘
 



お知らせア・弓・かし卜

春
の

L
Aリ
'w
ウ
!
マ

') 

、
.._.，〆

' 
誘
い
合
っ
て
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
/

-
と
こ
ろ

・
対
象
者

働
く
財
人

の
京

(村
本
町
一
u
H
文
化
セ
ン
タ
ー
南
隣
)

市
内
に
nM
ん
で

い
る
か
、
助
拐
し
て
い
る
人

(
全
品
血
一

初
心
甘
か
付
加
水
}

燃
料

(
た
た
し
テ
キ
ス
ト
、
材
料
代
は
実
代
か
必
要
)

四
月
十
七
日

ωよ
リ
働
く
婦
人
の
家
へ
材
料
代
な
ど
を

添
え
て
ど
う
ぞ
-
時
間
は
午
後
一
時
三
十
分
i
五
時

(定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
電
話
で
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

}

-

受

講

料

・
申
し
込
み

働く婦人の家「春の講座」募集内容

1崎座名 問時間
糧自 相

11 節
電子キスト

内 3 数{午聾)日5月 a月 7月8月 9月 10月11月 員材料代

1:30 101 14 121 9 13 峰針縄みの.線組、
手 aみ 101 I 月・ .， • .， • 山浦漫子泊 2，4ω円

3:30 24128 26123 27 ベスト、セ-?-

111 8 13 101 ，. 
音鈎八鰭:25 1，8ω円毛筆置字 101 11 火・ .， • 銭高の事n.と実陽文

25122 27 2・28
フラワー

アレンジ 31 1/ 火 18 151 6 花関質管手 却 7，600円 事らしをゆたかに
メント• 
ジャズ 1 :30 121 9 14 リズふにあわせて健康づ

体 J畢
61 I 水 ・ .， • 酒井 111子 301 400円

< '} 3:00 26123 28 

一
パッチ 1 :30 13 101 8 9 14 なベつかみ、ホーチ、

ワーク
121 1 ホ- 26 ・ 11 竹内あい干 201 3，200円

手事1，袋、書んちφ〈3:30 27 24122 30 28 

8 12 
てまり SI 11 土 - 10 再角節子 151 2，6ω円 必本てま り2ケ

22 26 

6:30 121 9 141 11. 8 
ベン習字 101 I 水 ・ .， • .， • 三井傘尾 2)1 1，9∞円 4..と実用支

8:30 26123 281 2S 22 

61 31 1 2 1 7 
室主 It :a 101 11 木 ・ .， • .， • 山崎綾子 2;1 8，600円 事*:a型

201 17 15 161 21 

131 ~ I 1 一
やさしい 6:30 10 トニー・

発音からや喜しい会IU101 I 木 20 8 スロッヲ 2)1 2，ωo円
英会録 11 ・ で7:30 27 

z‘ 15 ウイツチ
夜

6:30 8 I S 2 
料 E聖 10 ‘ 木 241 • 山上恵美 幻 3，600円 '"しいRl!

8・30 22 19 16 

141 11 9 10 
j'ft ヨ且、10' 11 金l'.， • 27 ・ s 山口鯖子 2;1 3，IC悶円 茶道の.健知.

28 2S 1 23 2・
草 j以 7 

野 金- a 靖国孝雄 30一一ー一 軍事軍の織しみ宵
21 

|働<婦人の家「春の講座」ヘ

※婚付教室と文章教室は、秋の講座でとりあげます。
※毛筆習字(金)、フラワーデザイン(金)、木彫(月)、鎌編み(火・木)のグ

ループにも入れます(時聞は午後6時~8時) 。 希望者は婦人の家へ。
-働く婦人の家(ft@2988)

広報うえだ5.4. [12] 7 

善
立
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』

マ
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
長
野
掛
様

瓦

十
万
円
交
油
安
全
対
策
資
金
に

マ
第
五
中
学
校
P
T
A
様

多
目
的

テ
ン
ト

一
式

第

五

小

学

院

へ

マ
匿
名

図
占
二
万

附

神

川

小

へ

マ
富
士
山
ゴ
ル
フ
友
の
会
槍

十

一

万
六
千
円
社
会
福
祉
基
金
桜
立
金

レ-ーし
J
t

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
二
十

五
回
棟

一
万
五
千
円
社
会
悩
祉

法
金
積
立
金
と
し
て

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
五
回

様

一
万
丘
千
円
社
会
悩
祉
法
金

積
立
金
と
し
て

マ
寺

光

忠

梯

(
東
京
)
山
本
鼎

作
版
画
二
点
山
本
鼎
記
念
館
へ

マ
花
岡
哲
郎
様

(
山
口

)

り
ん
ご

三
十
話

乳
児
院
へ

マ
塚

本

秋

様

お
も
ち
ゃ
十
例

乳
児
院

へ

マ
山
崎
雄
蔵
棟

(松
本
市
)

某

f

十
側
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
一

個
、
お
も
ち
ゃ
十
個
乳
児
院
へ

マ
ヤ
ク
ル
ト
側
北
信
販
売
花
園
セ
ン

タ
ー
様

ヤ
ク
ル
ト
五
十
本
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
二
十
例
乳
児
院

へ

マ
石
坂
土
地
建
物
倒
様

十
万
円

社
会
悩
祉
法
金
約
半
金
と
し
て

マ
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
側
棟

五
万

向
性
会
福
祉
基
金
樹
立
金
と
し
て



お知らせア・35・カ1ιトご
め
い
踊
慨
を

お
祈
り
し
ま
す

ハ
2
月
届
け
出
分
・叡
柿
略
)

田
中
山
川
淑

池
田
志
げ
の

竹
内
み
ね

一
郎
回
と
め
J

十

和
田
延
雌

酒
井
ナ
カ

小
宮
山
出
助

三
輪
房
子

上材千下西丸中下
木曲小野堀 之
手町町長』竹町組条

講座ヘ
じ〉対象 市内に住むか、市内に勤務する29歳ま

での人 t>申し込み 4月12日(月)から同23日倒ま

でに勤労青少年ホーム(消防本音15前・8⑫7117)へ
受講料を添えてどうぞ。電話でも受け付・けます。

時間は午後O時30分-9時 t>受講料 1，230同

(ほかに材料賢などが必要です)

• ， 

84 90 85 89 85 87 84 89 

飯
島
み
つ
る
北
天
神
町

mw

岡

田

良

夫

愛

宕

町

釘

竹

内

国

喜

子

上

沢

初

井

沢

善

一

越

戸

乃

深

沢

今

朝

人

大

湯

的

茅

野

義

久

緑

が

丘

北

部

西

入

ま

ち

子

会

升

割

田

中

つ

る

町

吉

田

創

成
沢
て

い

南

-
大
神
町
九

回

中

い

祢

千

曲

町

∞

∞

手

品

ス

エ

子

学

海

南

別

宮

下

広

長

御

所

的

横

関

け

さ

と

千

曲

町

む

伊

藤

キ

ク

ノ

伊

勢

山

内

中

間

政

利

下

本

郷

竹

春

原

湊

み

す

ず

A
n
南

河

木
下
光
夫

小
林
修
一

鈴
木
コ
ハ
ル

成
沢
年
治

仰
沢
ケ
サ
イ

小
林
ト
シ

関

松

栄

山
極
紀
子

中

山

消

倉
山
安
衛

滝
沢
陣
内
問
力

中
沢
九
蔵

官
回
春
江

トトホ

E
t、

''

4
r
q
H
H
H
刺虫

待
井
安
衛

三
井
こ
は
る 講 座 名 日程日 期 問 回数 疋A:貝目

事ヰ E里 月 5/叩ー7/26 12回 18人

着 付 lす 水 5/12-7/28 12回 18人

笑 :z会Z、 言百 水 5/12-7/28 12回 20人

料 E里 木 5/6 -7/22 12回 18人

エアロピクス 金 5/7 -7/23 12回 20人

勤労青少年ホーム5月開講講座

瑚
川

学
海
南

五

加

梅
が
丘

新

聞
大

屋

亦

坂

塩
田
新
町

南
天
神
町

金
剛
寺

中

野

中
之
条

泉

町

秋

山

制

什

升

木

町

88 82 64 79 93 59 91 85 93 86 91 68 83 85 18 72 

~~時間は、英会話が午後7時~8日寺、エアロピクスが午後

7時~8時30分、その他は午後6時30分~8時30分

伊
沢
英
世

石
井
秋
江

古
口
沢
康
信

古

川

悟

滝

沢

勝

土
屋
仲
巳

柳
沢
ハ
ル
エ

山

極

厚

清
水
清
子

中
野
せ
っ

正
村
安
子

茅
野
ミ
ヨ
ジ

大
塚
ス
イ

小
林
明
夫

大
矢
房
雄

大
熊
か
ね
の

小

泉

半

過

梅
が
丘

長

印
五

加

新

回

中
之
条

中

組
中
古
回

泉

平

矢

沢
下
常
国

卸

所

段
ム
口
町

《
句
常
耳
、
，
，
E

町
H
MV

大
久
保

新

聞

t>活動日岳適用曜日午後6時30分~g鋳 t>期

間第1回 5月ア白樹(同ホーム会議室で開講式)、

第2回以降=5月10日開~10月末(ナイター練習〉

t>対象市内に住むか、市内に勤務する29歳までの

初l白書 b申し込み 4月15日(木)から同23日間まで

に勤労青少年ホームヘ受講料を添えて直援申し込ん

でください。t>受講料 8，500円

83 79 79 89 83 8o 85 82 79 71 75 85 62 48 67 70 

太
閤
速
雄

古
畑
穂
子

鈴
木
フ
ミ
ヨ

武

田

淵

小
林
ふ
み
子

上

国

勢

長
率
宏
チ

森

幸

子

成
沢
一
雄

柄
井
み
つ

神
聞
綾
，
寸

舟
本
隆
雄

佐
々
森
義
則

岡
田
忠
一

関

田

要

斉
藤
け
さ
た

マ
ち
ど
り
会
様

七
千
百
九
十
六
同

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
匿
名

八

千

六

百

二

十

二

円

社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

{
平
成
4
年
ロ
月
M
H

日
l
問
お
日
受
け
付
け
)

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
|

中
野
さ
ん
が
ご
寄
付

こ
の
ほ
ど
、
中
野
今
朝
松
さ
ん
(
愛

宕
町
)
か
ら
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
一
千
万
円
(
五
百
万
円

ず
つ
二
回
)
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
で
は
、
こ

の
寄
付
金
を
社
会
悩
祉

基
金
と
し
て
積
み
立
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

長

島
鍛
冶
町

含

升

赤

坂
新

町

中

野

学
海
南

下
本
郷

泉

平
秩

和

中
古
田

神

州
五

加

院

内

悶

分
五

加

92 72 96 43 67 66 78 70 70 36 78 81 29 92 87 76 

金
沢
勝
弥

山

室

保

中
仏
忠
次

宮
下
茂
即
日
必
男

横
関
徳
二
郎

村
山
ふ
ぢ

場
内
充
雄

山
口
ゆ
き
い

佐

藤

宏

湯

本

正

山
崎
竹
太
郎

岩
瀬
紀
子

門
野
新
三

清
水
内
次

下大林新中合岩神下材赤秩上神
I昆之 ニケ木 官
尻屋銀11i量村升門畑扇町坂和木畑

72 88 79 81 64 55 75 76 84 84 61 93 84 78 

7 広範うえだ5.4 [13] 



上
回
創
造
館

寸
、

4
月
の
催
し

ι

、

E
⑮
1
1
1
1

・
水
申
の
生
物
と
川
と
の
か
か
わ
り

マ
と
お
P

四
月
+
自
由
午
前
十
時

マ
と
ニ
ろ
科
学
実
験
室
(
四
階
)

・
女
性
パ
ソ
コ
ン
敏
室
(
初
級
)

マ
と
き
四
月
+
七
日
出
・
+
八

白
骨
(
午
前
九
時
1
午
後
四
時
三
十

分
)
マ
と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
教
室

・
男
性
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
初
級
)

マ
と
き
四
月
一

一十
四
日
出
・

二

十
五
日
間
(
午
前
九
時
i
午
後
四
時
)

マ
と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
教
室

-
春
の
星
空
観
望
会

マ
と
き
四
月
=
+
四
日
出
午
後

七
時
三
十
分
l
九
時
マ
と
こ
ろ

天
体
観
測
室

圃
下
水
道
別
所
処
理
区

圃
賦
課
区
蟻
♂
を
公
告

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
別
所

温
泉
処
型
区
で
、
公
共
下
水
道
卒
業

を
進
め
る
た
め
に
弔
要
な
控
設
財
源

の
一
部
を
れ
刊
し
て
い
た
だ
く

「交

疏
荷
れ
判
金
」
の

、
平
成
五
年
度
角

川
区
お
よ
び
賦
諜
区
域
が
問
月

一
日

に
公
作
さ
れ
ま
し
た
(
下
図
)。

該
当

地
域
に
土
地
を
所
有
す
る
か
た
に
は
、

負
強
金
額
を
決
定
す
る
た
め
に
、
受

益
者
申
告
書
を
送
り
ま
す
。
四
月
二

十
日

ωま
で
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

ド
水
道
諜

1
5
3
5
・
1
5
3
6
)

土地基本法をご存じですか。国土庁

では4月を土池月間と定め、土itI!基本
法に定められた基本理念の理解と普及

に努めています。土地についての基本

的な考え方は次のとおりです。

L土地については公共の福祉が優先
します。@土地は適正に、封筒に従っ

て利用されなければなりません。 (畠土

地を設機的な取引の対象にしてはなり

ません。主土地の価値が道路・鉄道の

監備や人口・産業の動向などによって

1ft加する場合は、それによる利益に応

じた適切な負担が求められます。

・主地獄ヨ|の前に届け出を/

一定面積以上の土地について売Q1;よ

どの取引をする場合は、事前に届け出

が必要です。上田市は勉価の監筏区E誌
に指定され、小規模な土地取引でも届

け出が必要となります。

・問い合わせ 企画課(内線1222)

おこしくたてf~"! 
昨年オープンした室内ブール「アクアプラサ'上回」。

健康づくりの通年型プールとして多くの皆さんに親

しまれ、 2月末現在、 10万7，549人のかたに利用し
ていただきました。

今後もより多くのかたに理解され利用していただ

くために、開館|周年を記念して無料開紋をします。

!>とき 4月10日出 ・11日(日) !>開放時間 包午

前10時~午後|時②午後 2時-9時(11日は 5時ま

で) !>問い合わせ アクアプラザ上回 (fi@'26 

2 6 ) 

圃
消
防
『
印
年
記
念
誌
』

圃
写
真
や
資
料
を
募
集

昭
和
十
八
年
、
上
回
に
消
防
署
の

前
身
の
常
備
消
防
隊
が
設
置
さ
れ
て

今
年
で
満
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
記
念
誌
・
「
k

m消
防
五
十
年
の
砂
み
」
(
阪
株
)を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
夜
、
消
防
仁
川
附
す
る
写
以
や
資

料
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
終
戦
前
後

の
む
の
が
少
な
い
状
態
で
す
。
当
時
、

消
防
関
係
に
焼
わ
り
、
古
い
写
真
や

資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
消

(内
線

特定環境保全公共下水道別所温泉
処理区

防
本
部
総
務
諜

(
包
⑫

0
1
1
9
)

ま
で
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

[141 7 

園
児
童
扶
養
手
当
恕
ど

4

・4月
期
払
分
%
か
ら

5

児
市
扶
長
下
山当
お
よ
び
特
別
児
章

万

扶
長
予
告
の
一
平
成
五
年
間
月
期
払
分

況

は
、
問
円
十

一
U
が
日
曜
日
に
当
た

寝

る
た
め
、
四
月
九
日
幽
か
ら
手
当
を

広

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課

線

1
6
3
6
)

内

不動産無料相談会縦関知拡722?Zd泌を椀錦織地

み

ごみ収集日程表

通常の木曜日
地区のみ収集

30日樹|平常どおリ収集

5月l日出

2日(日)

3 8(J'j) I 
4日伏)

5日附 1/ 

6日制 平常どおり収集

// 

// 

// 

休

d月29日嗣



/海/野/町/ィ/ベ/ン/ト/広/場/
1@ 4月刊日(日) イベント広務オーブン

2回 5月2日(日} 子供の日イベント広場

3回 6月13日(日) 海野宿フェフコー

4回 7月4日(8) 上越フヱ戸一

5回 8/6魁~8日(日} 七夕まつり

8用12自体) 花市

6回 9月12日日) おやきフヱ3コー

7回 10月248(8) 秋祭りフェアー

8回 刊/19働-21日(8)えびす携

圃
作
業
療
法
士
に
よ

3

.
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
相
談

マ
対
象

①
四
十
歳
以
上
で
、
身

体
の
機
能
障
害
を
持
つ
在
宅
の
人
②

通
所
の
リ
ハ
ビ
リ
が
不
可
能
な
人

マ
内
容

①
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
こ

と
②
介
護
の
負
担
を
軽
く
す
る
方
法

③
段
差
や
手
す
り
な
ど
住
宅
改
造
に

つ
い
て

マ
問
い
合
わ
せ

保
健
予

防

課

(
内
線

1
3
7
7
)

歳
児
歯
科
健
診
を
受
診
し
た
幼
児
と

母
親
②
高
齢
者
部
門

l
大
正
十
二
年

三
月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
、
自

分
の
街
が
全
部
残
っ
て
い
る
人
(
治

療
済
み
も
可
)

マ
申
し
込
み

四

月
二
十
日
閃
ま
で
に
、
保
健
予
防
課

(内
線

1
3
7
9
)
へ
。

園
高
齢
者
学
園
マ
勉
強

固
し
マ
み
ま
せ
ん
か
f

マ
入
学
資
格

市
内
に
住
む
六
十

圃
応
募
し
ま
し
ょ
う
f

歳
以
上

の

人

マ

学

習

内

容

一

般

-
J
歯
め
コ
ふ
っ
I
L

教
養
、
創
作
実
技
ほ
か

マ
期
間

-

，

平
成
五
年
五
月
か
ら
平
成
六
年
三
月

県
歯
科
医
師
会
で

は

、

次

の

と

お

ま

で

(年
間
十
六
日
間
)

マ
教
室

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ

定

員

マ
応
募
資
格

①
母
と
子
部
門

1

約

八

十

人

マ

申

し
込
み

高
齢
者

昨
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
に
三
福
祉
課
(内
線

1
6
2
1
)、
高
齢
者

四
回
園
園
A

フ
目
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
「
力
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ
」
『
み
ん
な
の
ペ
ー

ジ
」
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

(主催者の都合により変更する場合があります)

l市民会館 2⑫111ゴ|
'建 し 時間 入場方法 問い合わせ

4 上田 市

W 7 
長里子泉連合婦人会大会 10: 30 無料 逮 会

婦人会

10上田真田まつり
15: 30 無料 観光録ω ハッスルのど自慢

5 
上回こどもまつり 青少年線
b対

圃園l量醤置語圏圃・・・・・・"i~幽姐w.
4 上小曲
/ 三曲演奏会 11: 00 無料 協会11 

@9391 {日}

大人 現代座公演16 現代座
18:45 3，5001司実行委員会

後t 「もくれんのうた」公演 (前売り) @5453 

23 
無料
中失

ことぷき大学入学式 10: 00 
公民館白鉛

271 :ar内楽を楽しむ会例会
19: 00 会員券 楽しむ会

凶 ピアノソロのタベ ③2150 

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫

4
1
1
9
)、

各
支
所
、
公
民
館
に
願
書
が
あ
り
ま

す
。
四
月
二
十
日
閃
ま
で
に
ど
う
ぞ
。

圃
『
ぽ
け
」
に
つ

ν
T
A
m

-
相
談
会
を
開
帯
、
ま
す

家
族
の
悩
み
、
お
年
寄
り
へ
の
接

し
方
な
ど
の
相
談
会
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
(
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

十
時

1
午
後
四
時
)

予
防
接
種
・
各
種
検
診
な
ど

健
康
情
報
を

グ
猿
飛
<
ん
H

で
/

¥
ノ

・
四
月
と
い
え
ば
桜
の
咲
く
季
節
。

集

記
J

「
花
見
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら

制

後

」
い
、
絞
は
花
の
代
名
詞
の
よ
う
な
も

/
¥

の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
花
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
、

万
葉
集
が
編
さ
ん
さ
れ
た
こ
ろ
(奈
良
時
間
代
)

は
、
花
と
い
え
ば
傍
の
こ
と
を
表
し
て
い
た
よ

う
だ
。
そ
れ
が
平
安
時
代
ご
ろ
か
ら
、
桜
の
こ

と
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。

時
代
は
流
れ
て
、
現
代
、
『
花
莞
』
は
欠
か
せ

な
い
宴
会
行
事
の
一
つ
に
。
市
内
で
は
上
回
減

跡
公
園
が
有
名
だ
が
、
宴
会
に
限
ら
す
、
市
内

に
は
、
そ
の
土
地
ご
と
の
『
核
の
名
所
」
が
あ

る
よ
う
だ
。
た
ま
に
は
場
所
宇
佐
換
え
て
の
花
見

も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
(
に
し
ざ
わ
)

マ
と
こ
ろ

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ

ー

(常
磐
城
三

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
西
隣
)

マ
申
し
込
み

前
日
ま

で
に
電
話
で
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
宮
⑫

4
1
1
9
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

相談会日程表

回数 月 日

1 4月27日().:)

2 6月1日{刈

3 8月3日{刈

4 10月5日伏)

5 川月30日ω

6 
平成6年
2月1日山

上
国
情
報
局
「
猿
飛
く
ん
」
に
、
健
康
情
報

が
新
た
に
独
立
し
た
メ
ニ
ュ

ー
と
な
り
、
よ
り

見
や
す
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に

内
容
を
充
実
8
せ
、
最
新
の
健
康
情
報
を
随
時

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
内
容

予
防
接
稜
や
各
種
検
診
、
予
防
接
穫

の
副
反
応
、
エ
イ
ズ
の
知
識

・
予
防
な
ど

-
設
置
場
所

市
役
所
、
各
公
民
館
、
上
回
創

造
館
、
勤
労
者
少
年
ホ
ー
ム
、
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ

上
回
、
境
問
の
館
、
高
齢
脚
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館、

J

R
上
田
駅
、

川
西
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
(
小
泉
)
、
長
野
大
学
、
ぼ
て
い
や
上

が
ん

国
庖
(
常
同

一一
)
、
森
治
(
玩
具

・
中
央
三
〉

大星斎場以外の火葬料も補助 4月18カ、ら、大星斎場以外の斎場を利用した場合も、大星斎場同僚に織助が出ます。
b補助限度額/大人4.000円、子ども(10歳未満)2.500円(詳しくは保健予防課ヘ)

-
「
上
回
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
|
染
屋
』
の
写
真
縁

影
で
染
屋
台
一
第
を
歩
い
た
。
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ

の
雑
木
林
に
図
ま
れ
た
斜
衝
は
ま
さ
に
自
然
の

宝
庫
。
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
。
南
北
の
断
が
い
が

一
直
線
に
伸
び
て
い

る
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
で
は
な
く
、
奥
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り
し
て
、
形
状
も
複
雑

だ。

回
闘
が
深
い
と
い
お
う
か
。

染
屋
台
へ
の
道
は
い
く
つ
か
あ
る
。
今
回
は

材
木
町
か
ら
上
る
小
遣
を
選
ん
だ
。
途
中
、
振

り
返
る
と
市
街
地
の
眺
望
が
ぐ
っ
と
広
が
る
。

怒
っ
て
い
た
以
上
に
上
田
の
ま
ち
が
大
き
く
見

え
る
。
上
り
切
っ
て
少
し
右
側
に
折
れ
る
と
、

豊
染
英
伸
社
。
蕃
の
目
ざ
し
を
浴
び
た
染
屋
台
、
日

そ
の
舷
し
さ
に
自
を
細
め
て
し
ま
っ
た
。
(
せ
ま
)
日



市の水道料金ガ改定され、 4月使用分から新料金に

怠ります。新料金の内容!こついては、 2月4日号の広

報をご覧ください。今回l志、料金の計算方法について
お知らせします。

|水道料金は2か月に 1度です | 
水道料金(j:、検針日カ・ら倹.$1・臼ま での使用水ill:で決
まります。 現在、 2 カ・月に1J~検針金行っていますの

で、料金む 2か月分です

一舵家縫用のid水器 (口径13ぺ.，)の水道科金王手兄夫
は別表 1の とおりてす 検針の際の「水道使用祉のお

知lらせ」にある!i主用水11に..r，てはめニ利用ください.

|5月・6月納入分は併用料金 | 
新料金は、平成5年4JJ分、または 5月分とし ての
料金の うち、 4月1日以降に{史閉した分の料金からに

な 1)ます{検針を2かけに 1J~行っているため 入 実際

には、納入期限が5月末日または6月末日の納入j凶勾l

11~7'J'ら祈料金となります 納入通知1L1}(ニ記tをされてい
る使用水量{立、検針目カ・ら3月末日ま で と、4月18か ら

検針日までとに分けて(:J;I恥1・t):されています。 これを-
JI~礎にして分けられた，1~111*:ltに応 し て、 3 月末日ま
では|日料金、 4R 1 日以附(J.新料金で計J詳し、 f十$~: さ

れておリ、納入通知 ，1~(こより押さんに通生I 1 します 一
なお、納入期限が4}J ~ミ U のむ のは、 3 け末日ま で

に使川した水ですので、111料:ltになっています。
〈別表1)口径13ミリ水道料金早見表(2か月)

水量 |水道料金 l水量 |水道料金水量 |水道料金
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春の全国交通安全運動<4月6日e'o-15日制〉

l料金の計算はすぐにできます | 

水道料金=1基本料金+(使用水量一基本水量)

×水量料金Ix消費税率 . ・・・-・.....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・.....・.....................

置函週 一般家庭で使用している口径13mm量水器の窃合
(2カ、月分)

1基本水量以下 (0-16m)基本料金×消費税率

1.295円=1.260円xl03/1叩

g，J7同以上印m以下 (38m使用の渇合)
3.790円=1.260円+(38ni-16同)x 110円:x 103/100 

(2か月の¥(2か月の， 12か月の¥12か月の¥(消費税率)
1基本斜金J¥使用水量J¥基本水量J¥7J<量斜金1

(8)61rri以上100rri以下(80rri使用の場合)

8.875円=11.260円+(60m -16rri) x 11 0円+(80rri-60rri) 

x126円:x 103/100 
これを整理すると

61m以上100m以下の水道料金

=.(使用水量-60m)x126円+6.100円:

Xl日3/100

〈・水道料釜のまt.において、 S円未満の鋪敏があるときは、その総主主主
E買を切り鎗て、 5円を越え101司釆満のiI&J!があるときは、モの減量空全
額を5円として計算します。
・:・口径2日間以よの.水器についても 各口径ごとの塞本料金を置き繰え
ると料金計算ができます。

〈別表2) 上田市水道料金表(2か月)
量水絡の 車i十 金

径 |基本料金 ト
水 震 料 金

水 量 料金

13nvn 1，260円 1m'以上 16m・以下 0円
20nvn 2，540円 17m'以上 60m・以下 110円
25mm 3，660円 6101'以上100m'以下 126円

101 m・以上 138円

30mm 6，720円

40mm 10，260円
1m・以よ 16m・以下 O円

50m"， 17，740円 17m'以上 60m・以下 110円
75mm 38，300円

61 m'以上100m'以下 126円
100mm 62，300円

125mm 92，380円 101 m'以上 138円

150mm 132，960円

・料金は、算出した額に消費税(3%)が加わります。

d

司
常
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま
す

広111うjf;t;!5.4. 1 [16] 
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